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昼夜の別 養成校の種類 ・校数（取得可能資格 ） 人 数
私立短大 2校 （幼稚園教諭と保母）
昼間養成校 私立短大 l II （幼稚園教諭のみ ） 5 3 l 9 4 
公立養成校 l / （保母のみ） 5 0 
私立養成校 l校 （幼稚園教諭と保母）
夜間養成校 l 8 5 




























進 路 卒年業 時( 4 5 4月）
6 カ月年経過時
( 4 5 1 0月）
1 年年経過時
( 4 6 4月）
， 幼 稚 園（教諭） 120(31. 7) 119(31.5) I 02(26.9) 
保 育 所（保母） 94(24.8) 106(28.0) 106(28.0) 
精神薄弱児胞設 20( 5.3) 22( 5.8) 23( 6.1) 
養 護 B包 設 12( 3.2) 13( 3.4) 11( 2.9) 
（指保母設） 肢体不自由児抱設 5( 1.3) 5( 1.3) 5( 1.3) 
専門分野 児童相談所 2( 0.5) 281 2( 0. 5) 294 2( 0.5) 272 (74.2) (77.6) ( 71.8) 
就職 そ の 他 1( 0.3) 2( 0.5) 2( 0. 5) 
19( 5.0) 17( 4.5) 12( 3.2) 
児童館 2( 0.5) 2( 0. 5) 1 ( 0.3) 
他想そ（指の 養護老人ホーム
2( 0. 5) 2( 0.5) 2( 0.5) 
その他 4( 1.1) 4( 1.1) 6( 1.6) 
｛鋭等の事務系職種
専門外分野
13( 3.4) (I5.3l 13( 3.4) (16.1) 16( 4.2) (lG.l) その他
家事 病気
進 学 33 2( 0.5) (8.7) 
17 
2( 0.5) (4.5) 
39 
( 0.3) (10.3) 
就 職 待 機 23( 6.1) 5( 1. 3) 8( 2.1) 
不 明 7( 1.8) 7( 1.8) 7( 1.8) 
計 379(100.0) 379(100.0) 379(100.0) 
















( 6カ月経過時） 人 .（%〕
勤務状況の変化 全 体
専 F9 分 野 専門外野
幼稚園 保 育 所 胞 設 その他
継 続 勤 務 323(95.2) 117(97.5) 92( 97.9) 40(100.0〕 23( 85.2) 51( 87.9) 
転職類似職種 7 ( 2.1) 4( 14.8) 3( 5.2) 
異種職種 6 ( 1.8) 1( 0.8) 2〔 2.1) 3( 5.2) 
退 職 3 ( 0. 9) 2( 1. 7) 1( 1.7) 
計 339〔！00.0) 120(100. 0) 94(100.0) 40(100.0) 27(100.0) 58( l 00.0) 
( 1 年経過時） 人・（勿）
勤務状況の変化 全 体
専 門 分 野
幼 稚 園 保育所 施 設 そ の他
継 続 勤 務 257( 7 5.9) 90( 75.0) 76( 81.0) 36( 90.0) 15( 55.6) 40( 69.0) 
15( 4.4) 7( 5.8) 7( 7. 4) 1( 1.7) 
転職類似職種 18( 5.3) 5( 4.2) 2( 2.1) 1 ( 2. 5) 8〔29.6) 2( 3.4) 
異種職種 19( 5.6) 8( 6.7) 2( 2.1) 1( 2. 5) 8( 13.8) 
退 職 30( 8.8) 10( 8.3) 7( 7. 4) 2( 5.0) 4( 14.8) 7( 12.1) 













保育所保母は，同一職種か らのほか， 未就職者の辞職， その他の群からの転職も多い。施
設保母では未就職者の就職が，その他の群では専門外分野からが目立っている。専門外分
野では，未就職の就職と幼稚園教諭からの転職が多い結果となっている。
以上の結果から， 興味深い傾向にあるのは幼稚園教諭で， 転出者は別の職種へもかな り
多いが， 転入者は別の職種からは少ないため， 全体的には減少していく 方向にある。乙の
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表 4 1年経過時状況の卒業時か らの変化
人・ （必）
専 門 分 野
分専 門野外卒 業時 からの変化 全 体
幼稚園 保 育 所 胞 設 その他
継 続 動 務 257( 7. 5) 90(88.2) 76(71.8) 36( 83.8) 15( 71.3) 40〔65.6)
幼 稚 園から 20( 6.0) 7( 6. 9) 3( 2. 8) l ( 2. 3) 1( 4.8) 8( 13.1) 
保 z円"' 所から 11( 3.3) 1( 1.0) 7( 6.6) 1( 2.3) 2〔 3.3)
転職 施 設 から 2( 0. 6) 1( 4.8) 1( 1.6) 
そ の 他から 8( 2. 4) l ( 1.0) 7( 6.6) 
専門外分野から 10( 3.0) 3〔2.9) l ( 0.9) 1( 2.3) 3( 14.3) 3( 4.9) 
未就職者の就職 24( 7.2) 12(11.3) 4( 9.3) 1( 4.8) 7( 11.5) 
計 332(100.0) 102(100.0) 106(100.0) 43( 100.0) 21(100.0) 61(100.0) 
傾向は， 3カ月経過時調査にみられた「今後の職業生活の希望Jとは矛盾するものである。
というのは，幼稚園教諭は 3カ月経過時調査では転・退職希望者が最も少なかったからで




































1働＞58. 0 %で最も多し、。転職経験0固という のが次に多いのであるが，これは勤務した
職場は 1カ所である，すなわち，そ乙を退職して現在は勤めていない，というものである。
1年聞に2回も転職した者も 5.7 Cfもいる。職種別では，専門外分野に最初勤務した者に転職
表 5 転職・退 職 の状況
人・（勿）
専 門 分 野
専分 門野外状 況 全 体
幼 稚園 保育所 施 設 その他
0 ～ 2 2( 2.3) 1( 5.0) 1( 5.0) 
3 ～ 5 4( 4.5) 1( 3.3) 1〔 5.0) 2( 10.0) 
（月） 6～ 8 宮0(22. 7) 3( 10.0) 4( 20.0) 1( 20.0) 5( 38.5) 7( 35.0) 
9～ 11 11( 12.5) 2( 10.0) 1( 20.0) 2( 15.4) 6( 30.0) 
12 51( 58.0) 26( 86.7) 12( 60.0〕 3( 60.0) 6( 46.1) 4( 20.0) 
＠ 。 32( 36.3) 10( 33.3) 8( 40.0) 2( 40.0) 4( 30.8) 8( 4 0.0) 
転職回数 1 51( 58.0) 19( 63.4) 11( 55.0) 3( 60.0) 9〔69.2) 9( 45.0) 
（回） 2 5( 5. 7) 1( 3.3) 1( 5.0) 3( 15.0) 
＠ 16〔18.2) 7( 23.3) 8( 40.0) 1 ( 5.0) 
高類似職種 19( 21.6) 5( 16.7) 2( 10.0) 1( 20.0} 9( 69.2) 2( 10.0) 
転・退職 異種 職種 21( 23.9) 8( 26.7) 2( 10.0) 2( 40.0) 9( 45.0) の結果
8( 9.1) 4( 13.3) 1 ( 5. 0) 1( 20.0) 1( 7. 7) 1( 5.0) 
職 その他 24( 27.2) 6( 20.0) 7( 35. 0) 1( 20.0) 3( 23.1) 7( 35.0) 
計 88(100.0) 30(100.0) 20(100.0) 5(100.0) 13(100.0) 20(100. 0) 
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回数が多い傾向がうかがわれる。
表 5の③は 1年経過時の転・退職の結果を示したものであるが，乙れは，表 3（の下の
表 ）の転・退職に，45年 5月以降就職者の状況を加えて表記したものである。この表から，
転・退職の進路は，家事・その他が27.29杉で最も高く，次いで異種職種へ 23.9＇｝ら，類似職
種21.6%，同一職種へ 18.2%，就職待機が9.1 %となっている。職種別では， 45年5月以
降就職者の転・退職者が 6名にすぎないので，表 3の結果を修正するほどの違いとはなっ
ていない。したがって，前lζ試みた考察がそのままこの表lともあてはまる。












度を調べている。 ζれは職場に関する事項を①職務内容 （仕事の内容），②勤務状態（ 勤
務時間などれ＠待遇（給料などれ ④職場環境 （人間関係など）の 4領域に大別し，
「非常に満足している」から「全く不満である Jまでの四つの満足度を表わす言葉の中か
ら，現在の自分にあてはまるものを選んで回答してもらう方法によっている。
乙の結果は表 61:示す通りである。まず， 領域別にみると，職務内容については， 全体












表 6 現在の職場 I(_対する満足度
（必）
職 種 zu 公私立別
全 体
領域・項目 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 私 立
N= 1 6 9 
N= 6 1 N= 6 5 N= 2 8 N= 1 5 N=70 N= 9 9 
職 A 6.5 8.2 6.2 7.4 5.8 7. 1 
満足（ ( +14.1) ( +21.4) (+12.2) (+7. 8) (+13.4) (+ 10.3) (+17.2) 
務 B 51.8 63.9 50.8 29.6 46.7 46.4 55.6 
内
不満（
c 38.1 26.2 41.5 51.9 46.7 46.4 32.3 
容 D 3.6 1.6 1.5 11.1 6.7 l. 4 5.1 
動 A 10.7 14.8 9.2 3.6 13. 3 7. 1 13.1 
満足（ (-6.8) (-5.1) (-12.2) (+1.2) ( -1. 7) ( -5. 6) ( -8. 0) 
務 B 39.6 41.0 33.8 39.3 60.0 48.6 33.3 
状
不満（
c 43.2 36.1 50.8 53.6 20.0 41.4 44.4 
態 D 6.5 8.2 6.2 3.6 6.7 2. 9 9.1 
待 A 3.6 3.1 10.7 6.7 5. 7 2.0 
満足（ (-5.3) （一13.4) (-9. 7) ( +6. 0) (+5.0) (-2. 6) ( -9. 4) 
B 42.0 21.3 49.2 53.6 73.3 64.3 26.3 
不満（
c 40.8 57. 4 33.8 32.1 20.0 24.3 52.5 
過 D 13.6 21.3 13.8 3.6 5. 7 19.2 
職 A 6.0 8.2 6.2 3.7 5.8 6.1 
満足（ ( +3.9) (+13.5) (-0. 7) c+o. 4) (-3. 3) ( -6. 4) （十11.1)
場 B 45.8 57. 4 43.1 25.9 46.7 36.2 52.5 
環
不満（
c 38.7 26.2 41.5 55.6 46.7 52.2 29.3 




0 ( ）内は，3カ月経過時調査との比較。プラスは増加したζ と告示す。簡略化して表わすためAとBと
を加え， ζれを満足している者とし，両調査を対比した。 CとDとを加えた不満である者については， ＋，
ーの符合は逆1c::r.,cるが，同じ比率の差とぽるので表申に記入していない。





































































職種適性因子についてみると， 全体は 2.3で，前調査よ りもわずかに低い得点となって




職種別では， 保育所保母の得点が高く，幼稚園教諭，施設保母と低くな り， その他の者が
最も低い。公私立の比較では，公立勤務者の万 が 高い適応点とえよっている。前調査との
29 
表 8 簡易職場適応尺度の平均及び標準偏差（ S D ) 
職 種 8U 公私立別
尺 度 全 体 幼稚園 保育所 施 設 その他 公 立 手ム 立
N= 169 N= 62 N= 64 N= 28 N= 15 N= 69 N= 100 
平均 4.6(4.8) 4.8(4.8) 4.9(5.2) 4.0( 4.0) 4.5(4.5) 
全 尺 度
SD 2.1 (2.1) 1.9( 1. 9) 2.3(2.2) 1.8(1.9) 2.5(2.2} 2.3(2.2) 2.0(1.9) 
職種適性因子
平均 2.3(2.4) 2.5(2.5) 2.3(2.3) 2.0(2.1) 2.0(2.5) 2.2(2.3) 2.4(2.4) 
SD 1.3(1.2) 1.3(1.2) 1.4(1.2) 1.1( 1.0〕 1.3(1.4) 1.4(1.2) 1.3(1.2) 
勤労意欲因子
平均 2.3(2.4) 2.2(2.3) 2.5(2.9) 2.0(1.9) 1.9(2.3) 2. 6(3.0) 2.1(2.2) 

























表 g 尺度の項目 別肯 定率
( % ) 
全
職 種 zW 公 私 立 RU 
体尺度・項目 幼稚 園 保育所 抱 設 その他 公 立 私 立
N= 169 N= 62 N= 64 N= 28 N= 15 N= 69 N= 100 
イ 78.7(+0.2) 88.7（子ト4.6) 81. 3（十5.4) 71.4（ー 11.9) 40.0(-10. 0〕 72.5（ー I乃 83.0〔＋1.8)
職




29.7（＋士事 14.3(+u!I 26.7(-6.6 24.6(+2.0) 25.0(+7. 2)
因 29.0(+2.0) 32.3(+3.事 29.7什 2.1) 1 7. 9(+ 5.4) 33.3(-8.4) 29.0f-十3.書 29.0(+1.3l 
子
ホ 56.8(-6.4) 64.5(-3.6) 51.6(-3.6) 50.0(-12.$ 60.0（ー 15.0) 53.6（－ー10.9) 59.0ト3.4) 
〆＼ 34.3(-3.1) 17. 7 (-6.9) 37.5(-7. 3) 50.0（ ）ー 60.0(+ 10.0) 52.2( 1.0) 22.0←5.η 
動
労 ト 37.3(-7.5) 41.9(-7.4) 40.6(-9.4) 21.4（ー 3.6) 33.3（ー） 39.l (-6.1) 36.0←8. 6)
Z疋E草
50.3←3.。64.5（十8!J) 56. 3( 7. 5) 21.4(+0.6) 20.0(-30.0) 44.9(-9.9) 54.0（：十1.5)
欲
チ
因 リ 25.4(-2.8) 4.8 (-1.0) 3 7.5 (-12.5) 32.1 c+ 1.2J 46.7（十5.0) 52. 2(-12.3) 7.0（：十1.1)
子














本調査対象者の46年 5月現在の給料（ 本俸 ）の分布恐ぴ平均額は， 表10の通りである。








職 種 lU 公私立別
体給料（本俸） 幼稚園 保育所 施 設 そ の他 公 立 私 立
N= 157 N= 58 N= 59 N= 28 N= 12 N= 63 N= 94 
～25,99明 19. 7 % 46.6 % 5.1 % －予多 8.3 % -% 33.0 % 
26,000～29, 999 2自8 43.1 15.3 25.0 8.3 44. 7 
30,000～33, 999 28.0 6.9 42.4 42.9 25.0 41. 3 19.1 
3.4,000～ 25.5 3.4 37. 3 32.1 58.3 58. 7 3.2 
本調査〔平均） 29, 951円 25,825円 32,328円 32, 239円 32,867円 33, 934円 27,281円
前調査（ / ) 24, 801 21,996 26, 974 26,965 27, 292 28,175 22,810 
























表 11 今後の 職 業生活の希望
（必 ）
全 体
職 種 lU 公私立別
希 望 幼稚園 保育所 施 設 その 他 公 立 私 立
N=l66 Nニ59 N=64 N=28 N=l5 N=69 N=97 
同一職場で継続 66.9(+10.5) 61.0ト 3.3) 71.9(+16.0) 67. 9(+26. 2) 66. 7(+25.の 71.0(+17. 0) 63.9（十6.1)
16. 9(- 2. 5) 20.3←1.1) 17.2(-4.⑦ 14.3（ケー 2. 4) 6. 7（－十 6.η 14.5(+ 0.2) 18β←3.9) 
露類似鵬へ 6.0ト 4.9) 10.2（－十4.5) 4.7←2.1) －（ー20.8) 6. 7（ー35.0) 4.3(-14.η 7.2(+1.3) 
異種職種へ 4.2(+ 0.6) 3.4朴 2.0) 1. 6←5.今 3.6（十3.6) 20.0什 11.7) 4.3(+ 1.1) 4.1（十0.2)









だけに適応しきれないでいるようである。施設保母 ・その他の者 ・公立勤務者では， 類似
職種への転職希望が前調査で高い比率 となっていたが， 本調査では大幅に減っている。就
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